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第６学年 総合的な学習の時間 学習指導案 
単元名「考えよう 伝えよう 未来の浄法寺」 ～浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト～ 

日 時 平成２９年９月２９日（金） 

場 所 二戸市立浄法寺小学校 ６年教室 

児 童 ６学年（男子６名・女子１２名）  

指導者 瀧 澤 紀 子 

 

１ 児童と単元について 

（１） 児童について 

子どもたちは，３年生で伝統芸能や地域の宝物について，４年生で「身近な自然」や「やさしい町

づくり」，５年生では「葉たばこ」や「漆」など浄法寺町の産業について学習してきた。目的の場所へ

出かけ現地調査をしたり，詳しい方に話を聞いたり，実際に体験したりするなどの活動を通し，自分

たちの住む浄法寺町の自然や文化の素晴らしさに気付き，誇りに思い，未来へ引き継いでいきたいと

いう思いをもつことができた。しかしこれまでの活動で，集めた情報を分類・整理する力，大事な情

報を判断・選択する力，他者とコミュニケーションを図ったり思いを伝えたりする力，適切な表現方

法を考えまとめる力はまだ十分とは言えない。 

６年生になり，修学旅行で訪れた仙台市について，街並みや観光地・観光客の様子，誘客のしかけ

などを見たり探ったりしながら，浄法寺のＰＲに活かせることを考える学習に取り組んだ。年間多く

の観光客が訪れる仙台市と比較しながら，「浄法寺に残したいことは何か」「浄法寺のＰＲに活かせそ

うなことは何か」「どんな方法でＰＲしたいか」と考えてきている。また，夏休みに訪れた先の観光名

所や歴史，特産物や宣伝キャラクターなどにも興味をもっており，関心が高い児童が増えていること

が分かる。 

 

（２）題材について 

  二戸市浄法寺町は人口４１６３人(平成２９年５月１日現在)面積 179.7 ㎢，多くを自然に囲まれた

地域であり，全国的に漆と天台寺が有名である。浄法寺の漆は，良質で，漆器だけでなく平泉の中尊

寺金色堂や日光東照宮，金閣寺の大修復など，国宝や重要文化財の修理修復に使用されている。また，

瀬戸内寂聴が住職であったことでも有名な北東北の古刹天台寺の例大祭では，今でも多くの観光客が

訪れる。さらに，神楽・獅子踊りなどの伝統芸能，伝統文化の相撲，自然を生かした葉たばこ産業な

ど，たくさんの残したい宝を有する。しかし，浄法寺町は過疎地域と指定されている二戸市のまさに

過疎化進行地域であり，少子高齢化やそれに伴った地元高校の閉校，人口流出，雇用の場の不足，産

業の後継者不足といった多くの課題を抱えているのが現状である。 

  本単元では，「浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト」として浄法寺のよさを伝えるパンの商品開

発を行う。短期間での商品化の協力を得られる「ほほえみ工房（パン屋）」さんに依頼し，二戸市や盛

岡市での出張販売を行いたいと考えている。商品化という活動を組むことで，自分たちの好みだけで

なく，浄法寺のよさを伝えられる商品であることや相手（消費者）を意識し，子どもたちが主体とな

って学習活動を進めていくことが期待できる。また「浄法寺の何を伝えるか」「伝えたいことをパンに

どう表すか」「対象の人はだれか」「活かせる食材はないか，それは何か」という目的に応じた整理・

分析をしたり，話し合った企画をプレゼンしたり，ＰＲ活動を行ったりする表現活動など，探究的な

学習のプロセスを組み込むことも可能である。必要な情報を身近な人から集めたり，それぞれで考え

た企画を多面的に検討したりすることは，協働的な学習の場，コミュニケーションの機会として生か

すことができる。また自分たちだけの力ではできないことも，お店の人たちの力を借りることで商品

化が可能になることを知り，外部の力を活用することの重要性を学ぶ機会ともなる。さらに浄法寺の

大切にしたいことやもの，よさについての理解を深めることは，自分と浄法寺との関わりを深め，浄

法寺の未来を担う一人としての自覚を促すことにもなり，学びながらふるさと浄法寺に愛着をもち貢

献しようとする気持ちを育てることができるという点で価値ある題材であると考える。 

 

２ 指導にあたって 

（１）単元構想について 

本単元では，仙台市を参考にして浄法寺をＰＲする方法を主体的に考え，浄法寺のよさを伝えるた

めの企画を立てたり，よさを発信したりする活動を設定する。まず，子どもたちが「浄法寺の残した

いもの（こと），引き継いでいきたいもの（こと）」「浄法寺ＰＲに活かせる仙台市の誘客の工夫」につ

いて考え，子どもたちの「自分たちや地域の思いを商品に表したい」という思いをもとに『浄法寺Ｐ
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Ｒ“うまいもん”プロジェクト』を立ち上げる。そして，“うまいもん”を企画したり，広告を製作し

たり，実際にＰＲする活動を展開していく。 

  「つかむ」「みとおす」段階では，子どもたちの「浄法寺のＰＲをするために，まず，浄法寺の現状

を知りたい」という課題意識をもとに，保護者，地域の人々に，浄法寺の自慢やよさや課題，残して

いきたいことを調査する活動を行う。また，二戸市の小学生の意識調査結果の資料を見たり，保護者，

地域の人々へのインタビューや地域のために様々な活動を行っている地域の方に聞き取りをしたり

するなど，多様な方法で情報収集することにより，課題追究能力を育成していきたいと考える。そし

て仙台市を参考にして，浄法寺のよさをＰＲするために自分たちにどんなことができるか考え『浄法

寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト』を立ち上げ，商品開発・販売のために必要なことを考え，計画

を立てられるようにする。 

  「やってみる」段階では，「浄法寺のよさ伝えたい」という思いをもとに，商品を企画し，地域の業

者「ほほえみ工房（パン屋）」に協力していただき商品化する活動を組む。対象が二戸市，盛岡市の一

般の方々であること，浄法寺のよさをパンに表すということ，商品化できるのは一つであることなど

の条件で話し合う活動や，ＰＲの方法や場，内容を調べたり考えたりする活動を組むことにより，他

者とコミュニケーションを図りながら協働的な学習の機会として生かすことができる。また子どもた

ちが課題を解決しようとする場面では思考ツールを活用し，比べる，分類する，焦点化する，多面的

に見るなどの思考力を身に付けながら，願いを実現しようとする力を育てることができると考える。 

「まとめる・ひろげる」段階では，自分たちが企画し完成した“うまいもん”を実際に販売する。

パンを媒体として浄法寺のよさを積極的に伝えることにより，地域や自分たちの思いを伝える力の育

成につながると考える。また『浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト』全容を学習発表会の場で発

表する。浄法寺の歴史や産業・文化に関わる人の思いや願い，自分たちの思いなど，発表する内容や

構成，話し方を工夫したり適切な資料を考えたりし，自分たちが行ってきた活動をしっかり伝えられ

るようにする。そして完成した浄法寺ＰＲ“うまいもん”を地域の方や保護者の方にも販売したいと

考える。 

 

（２）表現活動について 

本単元では，仙台市を参考にして浄法寺をＰＲする方法を主体的に考え，浄法寺のよさを伝えるた

めの企画を立てたり，子どもたちが企画した“うまいもん”を販売しながらよさを発信したりする活

動を行う。他者とのコミュニケーションを図ったり思いを伝えたりする力を育成するために，地域の

方のお話を聞いたり保護者や地域の方にインタビューしたりする活動，“うまいもん”を販売しなが

ら浄法寺のよさを伝える活動を設定する。また，情報を整理し，選択する力を育成するために，思考

ツールを活用し，焦点化したり多面的に見たりするなどの思考の過程を可視化する支援を行う。さら

に，適切な表現方法を考え，まとめる力を育成するために，浄法寺ＰＲ“うまいもん”販売のための

準備を進める場面で自分の興味や力を活かせるグループを選び，グループ間の連携を図りながら主体

的に活動する場を設け，より課題の解決につなげる表現活動となるようにする。 

 

３ 単元の指導計画 

（１）単元の目標 

  ◎新商品を開発することを通して，引き継いでいきたい「もの，こと」や地域の課題，浄法寺をＰ

Ｒする方法を考えることができる。 

◎浄法寺のよさや地域の願い，自分たちの思いなどを積極的に伝えることができる。 

  

  ○育てようとする資質・能力 

＜課題設定能力＞ 

・浄法寺の歴史や文化，産業，自然やその現状などに興味・関心をもち，浄法寺のよさをＰＲす

るために自分たちにどんなことができるか，商品開発・販売のために必要なことは何かを考え， 

計画を立てることができる。 

  ＜課題追究能力＞ 

・新商品を企画したり，ＰＲの方法や内容を考えたりしながら，課題を解決することができる。  

  ＜コミュニケーション能力＞ 

   ・自分の企画したことや伝えたいことを明確にしながら話し合い，他者と協力してよりよいもの

にするために合意形成を図ることができる。 

  ＜表現・発信の能力＞    



- 35 - 

 

   ・活動内容や自分たちの思いについて，分かりやすく伝えるための方法を考え，適切な資料を作

成し，発表をすることができる。 

・浄法寺のよさや地域の願い，自分たちの思いなどを積極的に伝えることができる。 

＜自己評価能力＞    

・『浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト』を通して，主体的に活動した自分自身（学び）のよ

さに気付き，自分や自分たちの成長を実感することができる。 

 

（２） 単元の指導計画（３４時間） 

過

程 
主たる活動 ＜評価基準＞ 支援 

つ
か
む
（
３
） 

○浄法寺の自慢やよさ，残していきたいこと，地域の課

題などについて話し合う。（１） 

 ・将来の浄法寺（人口，産業，文化･･･） 

 ・浄法寺のよいところと課題 

 

 

○地域活性化のために活動している人の話を聞く。

（１） 

 

 

○浄法寺のよさをＰＲするためにできることを考え

る。（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前に地域の人や家族に聞き取り

をしたり，総合ファイルの学習シ

ートや資料，昨年度製作したリー

フレットなどを見たりすることに

よって，考えをもち主体的に話し

合いができるようにする。 

・ゲストティーチャーには，今行って

いる活動と，自分が描く未来の浄

法寺という視点で話をしていただ

く。 

・前題材の学習や今までに体験した

ことを振り返ることにより，浄法

寺のＰＲに活かせる方法や自分た

ちでできそうなことを考えること

ができるようにする。 

 

 

 

・地域の「ほほえみ工房（パン屋）」

の協力を得て新商品を開発するこ

と，二戸市街，盛岡市の一般の方々

に販売することを明示する。 

み
と
お
す
（
１
） 

○浄法寺のよさを伝える“うまいもん”開発のために必

要なことを考える。（１） 

 ・他市町村の“うまいもん”から学ぶ。 

 ・浄法寺の歴史・産業・文化などをＰＲできるおいし

いものを開発する。 

 ・広告，チラシ，パンフレット，ポスターなどの製作 

 ・ＰＲキャラクターを考える。 

 ・学校ＨＰ掲載，ＳＮＳで発信 

 

・仙台市の誘客の方法を振り返るこ

とによって，どんな方法で伝える

のか考えられるようにする。 

 

どんな方法で課題を解決していくかを考えてい

る。            〈課題追究能力〉 

浄法寺の歴史や文化，産業，自然やその現状など

に興味・関心をもち，浄法寺のよさをＰＲするた

めに自分たちにどんなことができるか，商品開発・

販売のために必要なことは何かを考え，計画を立

てている。         〈課題設定能力〉 

浄法寺のよさを伝える商品を開発しよう！ 『浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト』 
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や
っ
て
み
る
（
15
） 

 
 
 
 

 
 
 

本
時
（
8/15
） 

○浄法寺ＰＲ“うまいもん”の開発をする。 

・他市町村の“うまいもん”を調べる。（１） 

  

 

・現在ある浄法寺の“うまいもん”を調べる（２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○浄法寺ＰＲ“うまいもん”販売のための準備を進め

る。 

・“うまいもん”をＰＲするための方法を再度確認す

る。（１） 

 

・“うまいもん”ＰＲを考える。（５） 

  

 

企画・営業チーム 

プロジェクト全体の企画書を製作する。 

  うまいもんを販売できる場を探し，交渉する。 

  

メディア宣伝チーム 

メディアと交渉する。 

学校のホームページに掲載する内容を考え製作す

る。（画像，ＰＲの内容） 

  

しおりチーム 

うまいもんにつける浄法寺ＰＲメッセージを考え

製作する。 

 

  ちらし・ポスターチーム 

  ポスターを製作する。 

ポスターを掲示したり，チラシを配布したり場を

考え，交渉する。 

 

ＰＲキャラ開発チーム 

製作する。 

 

・意見交流し，修正する。（１） 

 

 

 

・箱やパッケージ，お菓子のしおりな

どを観察することにより，その地

域の特色や伝えたいことを考えら

れるようにする。 

・地域の商品を調べることで，よりオ

リジナルな新商品を作る意欲をも

つことができるようにする。 

・自分たちの思いを商品に表すため

に，試作品の試食を繰り返し、改善

できるようにする。 

 

 

 

 

 

・思考ツールを活用することによっ

て，アイディアや思いを客観的に

評価し，その結果や結果に基づく

関係性を可視化できるようにす

る。 

・“うまいもん”が決まった上でＰＲ

方法を確認し，見通しが持てるよ

うにする。 

 

 

・自分の興味や得意なことが活かせ

るグループを選ぶことによって，

主体的に活動できるようにする。 

・プロジェクト全体の企画書を製作

することにより，内容やスケジュ

ールなどプロジェクト全体を見渡

せるようにする。 

・子どもたちだけでは探し出すこと

ができない場合は担任から示す。 

・ICT サポーターにも協力いただく。 

 

 

・他の銘菓等のお菓子のしおりを収

集し，参考にできるようにする。 

 

 

・仙台市のイベント広告を振り返っ

たり，二戸市のイベントのポスタ

ーなどを調べることにより，イメ

ージをもてるようにする。 

 

・他グループと交流しながら，効果的

にキャラを活かすことのできる方

法を考えられるようにする。 

 

・他グループと情報交換することに

より，自分たちの課題を解決した

り修正したり他グループとの関連

を図ることができるようにする。 

・“うまいもん”のプレゼンをし，浄法寺ＰＲ“う

まいもん”を決める。（１）     （本時） 

 

 

・自分たちの“うまい

もん”を考え，プレ

ゼンテーションの準

備をする。 （４） 

 商品名，デザイン，

使う食材、ＰＲ方法

など 

 

 

・ほほえみ工房さんに

試作を依頼する。

（１） 
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ま
と
め
る
・
ひ
ろ
げ
る
（
14
） 

○浄法寺ＰＲ“うまいもん”を販売する。 

・宣伝や販売のための計画を立て練習をする。（２） 

  

・ＨＰに掲載する。ポスターを掲示する。ちらしを配

布する。テレビやＳＮＳで宣伝する。（１） 

 

・販売する。（２） 

 

・どのような場で販売可能か，誰がど

のイベントに出向き販売するか，

どのようなことを伝えるか，確認

する。（テレビやＳＮＳで宣伝，な

にゃーとよ市，材木町よ市など）  

 

○『浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト』を地域

に広める。 

・自分たちの企画をまとめる。（４） 

・まとめたことを交流し，アドバイスし合う。（１） 

・交流したことをもとに，文章や資料を再構成し，発

表の練習をする。（２） 

・発表する。（学習発表会）（２） 

 

 

 

 

 

 

 

・学習発表会で，地域の人や保護者に

自分たちの企画を紹介することを

確認する。 

・これまでの国語の学習を振り返り，

分かりやすく伝えることができる

ようにする。 

 

 

ふ
り
か
え
る
（
１
） 

○活動を振り返り，地域のために自分たちができるこ

とを話し合う。（１） 

 

・単元全体を振り返り，追究のしかた

や分かったことを振り返る。 

・この学習を通し，自分ができるよう

になったことや，次の学習に活か

せる力を考える。 

・地域の方々と協力しながら学習を

進めてきたことを振り返り，これ

からの未来もみんなで作っていく

のだということを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「浄法寺ＰＲ“うまいもん”プロジェクト」を通し

て，主体的に活動した自分自身（学び）のよさに気

付き，自分や自分たちの成長を書きまとめている。 

               〈自己評価能力〉 

活動内容や自分たちの思いについて，分かりやすく

伝えるための方法を考え，適切な資料を作成し，発

表している。       〈表現・発信の能力〉 

よりよいものにするために根拠を明確にしながら

自分の考えを伝えている。   〈ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力〉 

 

自分の企画したことや伝えたいことを明確にしな

がら話し合い，他者と協力してよりよいものにす

るために合意形成を図っている。〈ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力〉 

新商品を企画したり，ＰＲの方法や内容を考えた

りしながら，課題を解決している。〈課題追究能力〉 
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４ 本時の指導（１２/３４時） 

（１）目標 

○浄法寺のよさが伝わる“うまいもん”を根拠をもとに考えることができる。 

 

（２）本時の展開 

 

（３）評価規準 

 ねらいを達成している児童 努力を要する児童への支援 評価方法 

コミュニケーシ

ョン能力 

・浄法寺のよさや地域の願い，自分

たちの思いなどが伝わる商品に

するために，根拠をもとに考えて

いる。 

・思考ツールの視点「デザイ

ン」「キャッチコピー」のど

こに浄法寺のよさがあら

われているかに目を向け

られるようにする。 

・観察 

・カードへ

の記述 

 

 

過
程 学習内容と活動 教師の支援 

導
入
（
５
分
） 

１ 本時の課題を確認する。 

 

・「浄法寺のよさや思いが伝わる」パンを選ぶ

ことを確認する。 

・販売対象（二戸市街や盛岡市の一般の人々

など）を確認する。 

・商品化できるのは一つだけであることを確

認する。 

展
開
（
３
５
分
） 

２ グループごとに自分たちが考えた“うまい

もん”のプレゼンテーションをする。 

 ・３つの観点「なぜこのパンにしたか」「パン

に表した工夫」「ＰＲ方法」について，評価

を行う。 

 

３ 全体で話し合い，“うまいもん”を決める。 

・グループごとに“うまいもん”を思考ツール

（ピラミッドチャート）に並べ，比較する。 

 ・全体で交流し合い，より浄法寺のよさや思

いが伝わる“うまいもん”はどれか話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思考ツール（マトリックス）を活用し，児

童が視点に沿って客観的に評価すること

によって，考えを明確にするとともに評価

が可視化できるようにする。 

 

 

・思考ツール（ピラミッドチャート）を活用

し，どの“うまいもん”が一番自分たちの

思いの実現につながるか判断することに

よって，考えを可視化し明確にできるよう

にする。 

・優位性だけではなく，販売対象，伝えたい

よさや思いなどを関連付けて考えたり，よ

りよいものにするために合意形成したり

できるようにする。 

 

 

 

終
末
（
５
分
） 

４ 本時の振り返りをする。 

 ・伝えたいことをプレゼンテーションで伝え

ることができたか。 

・よりよいものにするために，根拠をもとに

考えることができたか。 

  

 

・本時の学習を通して，自分や友達の活動の

振り返りをする。 

浄法寺ＰＲ“うまいもん”を決める。  

自分の企画したことや伝えたいことを明

確にしながら話し合い，他者と協力して

よりよいものにするために合意形成を図

っている。      〈ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力〉 

ピラミッドチャート 
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